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第 3 回環太平洋ノ Tチ ラ ス ・ チ ュ ー リ ン ゲ ン シ ス のバ イ
オ テ ク ノ ロ ジ ー会議が， 平成 1 1 年 10 月 5 日 か ら 9 日 ま
で， 中華人民共和国 ・ 武漢の華中農業大学で聞かれた。
本会議 に 文部省 の 国 際研究集会派遣研究員 と し て 参加 し
た の で， 会議の模様 な ど簡単 に 紹介 し た い。

本会議 は， 東 南 ア ジ ア な ど BT 剤 が 広 く 使 わ れ， ま
た 同時 に抵抗性 の 問題 な ど を 抱 え る 環太平洋地域諸国の
実状 を 広 く 討論 し解決 し よ う と ， 国際無脊椴動物病理学
会の指導， 援助の 下 に組織 さ れた 国際学会で あ る 。 第一

回 は 1994 年 に 台北で， 第二回 は 1996 年 タ イ 国 チ ェ ン マ
イ で 開 催 さ れ， 今 回 が 三 回 目 で あ る 。 本 来 第 三 回 は
1998 年であ る が昨年札幌 に お い て 国 際無脊椎動物病理
学会が開催 さ れた 関係 で本年 に 延期 さ れた 。 ち な み に第
四 回 は 2 年後オ ー ス ト ラ リ ア の キ ャ ン ベ ラ で開催 さ れ る
こ と に な っ た 。

会議の 参加国 は 22 か 国， 参加者数 250 余名， う ち 海
外参加者約 50 名 で， 日 本人 の 参加 は 6 名 ほ ど で あ っ た 。
講演， ポ ス タ ー共 に 約 40 の発表があ っ た 。

発表 は 大 き く 二 つ ， BT ト キ シ ン の 殺虫機作 の 解 明
と ， BT ト キ シ ン の フ ィ ー ル ド へ の施用， 防除効果 に つ
い て の報告 に 分かれた と い え る 。 殺虫 ト キ シ ン の作用機
作の 問題で は， ア メ リ カ ， フ ラ ン ス ， ベ ル ギ ー な ど か ら
積極的 な 議論が展開 さ れた が， 用 い た 昆虫 と ト キ シ ン の
組み合わせ ご と に 異 な る 結果 が報告 さ れ， こ こ 数年の国
際会議の傾向が続い た 。 し か し こ の混乱の 中 か ら ， 多少
ト キ シ ン ご と の特徴が統一 さ れつ つ あ る か の観が見 ら れ

た 。 例 え ば， 非 常 に 高 い ホ モ ロ ジ ー を 示 す CrylAa と
CrylAc の 間 で は ， 受容体 に 結 合 す る 方式が異 な り ， 後
者の場合 は糖鎖が関与 し ， 前者の場合 は し な い ら し い と
い う 見解が出 さ れた 。 し か し こ の結論 も ， ナ イ ロ ン膜上
での リ ガ ン ド プ ロ ッ ト 解析で出 さ れた 結論であ り ， プ ラ
ズ モ ン共鳴解析や， ア フ ィ ニ テ ィ ー カ ラ ム での解析 を 吟
味す る 必要 が あ る 。 方法論が統一的 に 討論 さ れ， 個々 の
方法の横の比較がで き る よ う に し な い と ， 実体の一側面
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を 見 て い る に過 ぎ な い こ と に な る であ ろ う 。 ま た 結合の
と き ， ド メ イ ン 3 が非常 に 重 要 で あ る と い う 指摘が相次
い だ。

フ ラ ン ス の フ ル ー ト ス ら に よ っ て ， ト キ シ ン蛋 白 の膜
陥入 モ デル が レ ビ ュ ー さ れた が， 内 容 は 3， 4 年前 と 比
較 し新知見 に 乏 し し 研究の前進は見 ら れて い な し 為 。 膜
に 陥 入 す る の は ト キ シ ン 蛋 白 ド メ イ ン l の α ヘ リ ッ ク
ス 4 と 5 だ け か， 細胞膜 に 小孔 を 作 る た め に い く つ の分
子が集合す る の か は ， 依然不明 で あ る 。 陥入がヘキ サ ゴ
ナ ル な 穴 を作 る こ と に 相 当 す る な ら ， 分子 の 集合等 に 関
し て 文献 も 随分蓄積 し て い る 。 こ れ ま で は 分子生物学者
が， 変異蛋 白 ， キ メ ラ 蛋 白 を 用 い た 実験 の 結果か ら 研究
の前進 を も た ら し て き た ， し か し ， 今後 は 生化学的手法
で新た な進展が期待で き る の で は な い か と 強 く 感 じ た 。

BT 研究 は作用機作 ばか り で は な く ， BT ト キ シ ン を
実際 に施用 し ， 化学農薬の使用 を軽減 し ， 新 し い害虫管
理法 を構築す る 方策 を探求す る こ と も ま た 重要 な 目 的で
あ る 。 こ の 点 で は 日 本 は 全 く 遅れて い て ， 諸外国 での進
展 に 比べ非常 に 問題で あ る 。 遺伝子工学 に 対 し て 非常 に
慎重 な 姿 勢 を持 っ て い る ド イ ツ で も ， 市民 の 十分 な 支持
の 下 に ， ラ イ ン 川 流域 の 蚊 防 除 に 大 量 の BT 剤 (野生
種) が散布 さ れて い る こ と が報告 さ れた 。 パ ブ リ ッ ク ア
ク セ プタ ン ス の形成 に 大学， 公立の研究所が情報公聞 を
し た り 決定 的 な 役割 を 果 た し て い る こ と が う か が わ れ
た 。 特に施用地区 内 の有用昆虫， 家畜 に 全 く 被害が及 ば
な い こ と を 非常 に 科学 的 な 方法でデー タ 取得 し ， 公開 し
て い る 姿勢 に は感心 し た 。 日 本で は 分子生物学的， 生化
学的研究 は 欧米並 み に 進ん で い る が， BT 剤 の 農場 で の
農薬動態的研究， あ る い は施用 の 方法， 防除効果 な ど に
関す る 実際面での研究 が非常 に 遅 れて い る し ， あ る 分野

の研究 は皆無で あ る 。 こ の よ う な遅 れがパ ブ リ ッ ク ア ク
セ プタ ン ス の遅 れ を 招 い て い る 元凶 であ り ， 早急 な改善

が必要であ ろ う 。
今後 も ， ア メ リ カ ， カ ナ ダ， フ ラ ン ス ， ベ ル ギ ー ， ド

イ ツ な ど は遺伝子工学的発想で研究成果 を 上 げ よ う と し
て い る よ う に 見受 け ら れ る 。 し か し ， 今回参加 し な か っ
た ア メ リ カ の ア ダ ン グ は， 以前か ら 生化学の視点で作用
機作 を 追求 し て い て ， 今後の発展が期待で き る 。 ま た ア
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メリカの ディ ー ンは， 従 来 キメ ラ蛋白， 変異蛋 白を 用 い
た仕事 で研究の一端を 担 ってき たが， 相 互作用 に 果 たす
糖鎖構造 に大 き な関心を 寄せ ， 今後 この 方 面 で新知見を
追加す るの ではない だろうか。

こ れらに比べ日本を 除 い た ア ジア 諸国は， い くつかの
大学を 除 き全般 に研究は園場 への BT ト キ シ ンの 施 用
と その 防除効果 に関す る研究が中心 である。 欧米ももち

ろ ん施 用技術 ， 防除効果 に関す る研究は盛 んで， 欧米の
総合 的 な研究 に比較 し， ア ジアの そ れは総合 的検討と い
う点で見劣 りがす るo 中国は， 中 国科学院や 大学が生産
用 プ ア ーメ ンタを 備 え 実 際 に 生産 し産 物を 圏内の 農家に
販 売 してい て， BT 剤の 普及に 熱心 である。 こ れは化学
段 薬のI}I� 発には多額の資本が必要 だが， 微生物 農薬の 開
発費は著 しく 低 く す む ためと 思われる。 抵抗 性 出 現の問
題をはじ めと して， 環境への高い配慮、が必要な現在， 総
合 的 ・ 科学的 デ ータの取得を 可能に す る体制の確立がこ
れら諸国 では望 まれる。

霊長中 山 業 大学の学内 ツア ーがあ った 。 研究 棟の廊下 に
は， 各研究 室の活動を 示す写真， ポ スター， 受D:歴 など
が強然と 展示 され， さながら博 物館のようであ った 。 大
学の 開放， 研 究 成果の公 開が叫ば れてい る現在， 非常 に
参考 に なった 。 私は学会の終わ った 当 日 ， 突然中国科学
院武漢支部 で講演を 頼 まれ2 時間ほ どの講義を したが，
そ こ でも各研究 室の活動を 外部 に 示す， 多 く の努力が払

われてい るこ とがうかがわれた 。
諸外国の研究者と ， 文 字通 り一つの鍋の中 華 料理をつ

つき 交流を 深めた1 週間 であ った 。

一月刊誌 「植物防疫j 特別増刊号 発行 日本植物防疫協会 I
No. 2 天敵微生物の研究手法

岡田斉夫 編者代表 B 5 判 222 ペー ジ

定fillí 3 ， 058 円 ( 本体 2 ， 9 13 r' :1 + 税) 送料 140 l 'J

1\0. 3 鳥獣害 と そ の対策
中村和雄 編 B 5 判 1 90 ペ ー ジ

定石lIí 2 ， 549 円 ( 本体 2 ， 428 1':1 + 税) 送料 132 円

No. 4 植物病原 菌の薬剤感 受性
検定 マ ニ ュ ア ル

日 本植物病理学会殺菌剤耐性間 研究会 編

B 5 判 172 ペー ジ

定仰Ií 2 ，  800 I�=j (本体 2 ， 667 1 可 + 税) 送料 1 24 P J  

No. 5 日 本産植物細菌病の病名 と
病原 細菌の学名

凹山幸司 著 B 5 判 227 ペー ジ

定ftlli 3 ， 200 円 ( 本体 3 ， 048 Pl + 税) 送料 132 1ユ j

天 敵微生物 を 研 究 す る た め の 一通 り の 方 法

(研究施設， 天敵微生物の探索 ・ 同 定 ・ 増殖等)

の ほ か に ， 近年進歩が著しい巡伝子解析実験

法 と 天敵微生物の 白 録 を 付 す.

我が国の�作物に 被害 を 与 え て い る 主要な鳥

獣 に つ い て ， そ の分布や生態 と 被害防止法 を

詳制 に ま と め た も の で. ;;js:邦初の鳥獣害対策

の専門fl ! と 言 え よ う .

作物病答 の|切除 を 主 と して 殺菌剤 に 頼 ら ざ る

を 符ない現実 の 中 で， 耐性菌 の 問題 は 避 け て

!l!lれない. ヨド訟 は ， 薬剤 の 試験や現場対応 に

関係す る 方 々 に と っ て 有益な告 で あ る .

柏物細菌病 の診断な ら びに病原x�n菌の分間11， . 

同 定 に |共l係す る 方 の た め に ， 我 が 国 に 発生す

る 制I担病の租類 を 取 り ま と め た .
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